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ち
彼
れ

_
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:
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觀
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_
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«
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_達
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:
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企
歐
.し
'
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-と
0
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^
-
.
>
:
0
,
.
.
'

)

，
-
' 

ソ... 

-
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.
ヒ
ル
デ
ブ
ラ
ン
ト

6

意
.鼠
に
據
れ
ば
、
'其
の
顯
f

-
る
I

及
？
-

眞
に
世
f

的
な
る
態
度
に
も
拘
拿
、
ア
グ
'ム
•
ス
ミ
ス
及
び 

怒

奈

I

は
其
の
先
進
富

1

1

義
I

s

f

 

f息

、遺法則が總ベ

て

^
時
代
と
顿
民
と
®

し
て
絕
對 

し
：邾
濟
學
名
著
解
箱
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s
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’

备
當
性
を
有
す
可
き
國IS

經
濟
理
論
鑫
設

X

と
ず
る
Q

s
を

犯

し

た

を

あ

ち

.

.恰
I
ル
ッ
ソ
丨
及
び
力
ゾ
ト
が
自
然
こ
ょ 

つ
て
與
ヘ
ら
れ
た
人
類
の
相
違
を
顧
る
こ

と

な

く

、

又

彼

屢

の

'
,
相

喷

れ

る

省

鑛

階

若

し

く

は

、

諸
琵
の
素
質
を
顧
る
こ

と

な

く
 

絕
對
國
家
を
構
成
せ
ん

こ

•と
を
求
む
.る
顿
法
的
及
び
政
治
的
螟
派
を
起
し
た
と
等
し
く
、
て
ク
み
，
ス
ミ
ス
及
び
其
の
學
徙
は
、

口

ッ

. 

シ
ィ(

M
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8
,
4
0
v
及
び

*̂
ィ
ン

シ

ィ r Thomas 

depuincey. The Logic cf Political Economy, 

至
る
造
、各
箇
國
民
の
特
殊
.の
諸
事
實
及
び
贺
展
時
機
に
屬
す
る
諸
事
，
 

實
か
ら
普
遍
的
‘に
妥
.當
な
る
定
則
を
引
き
，、
‘
‘斯
く
て
又
、
世
界
汲
び
^
類
經
濟
學(

名
&

占

艮M

s--
s
c
h
h
e
i
t
s
b
k
o
i
i
e
)
：

の
一
遛
を
» 

成
せ
ん
と
と
を
求
め
た
0斯
く
の
如
き
は
金
然
當
時
の
合
理
生
義
的
牌
蒙
の
時
代
に
適
合
せ
る
も
の
で
あ
0

た
。
ラ

ウ

(

泛

ユHehiridi 

^
;s)
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l
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%四
十
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:
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^
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B
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a.d"'poii.tischeII- 

oecono
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日 ie -nn.d. 'p.olizefwissenschaft'

Hil.

ヒ
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D
a
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N

l
-t
e 

I

s
 

ckr p
o
g
s
c
h
e
n

 

o
e
k
o
<.
-
g
l
.
中

に

於
い
て
、
ス

ミ

ス

が

國
戊
的
分
界
を
認
め
た
こ
と
を
理
由
と
.
 

し

て

斯
く

の

如
き
見
解
を
拒
否
し
て
'ゐ
る
が
、(a. a

，

0

, Bk- V

ド

s. 

2
6

4

レ
、

而
も
ヒ

ル

デ

ブ
ーフ
ン

ト

は

斯
く
の
如
き
反
霧

に

賛

( 

す
る
と
と
を

得
な
い
で
、「K

ミ

ス

學

派

の

世
热
主

義

的

性
格
は
、
そ
が
國
家
の
.存
在
を

I
し

、

な
か
つ
I

實

に

求
む
可
き
で

は

な

く
 

し

て

、

寧
ろ
•
そ

が

讓

を

單
に

-其の

‘外
部
的

境
界
線
忙
從
つ

て

全
X
類
集
團
の
單
純

な

S
別

に

過

r
ざ
る
も

の

と

解

し

，

而

し

て

■

■

■

摘
 

|

_

3同
#

:

_裳
_

_

_

_

_

^

_

; 1

說
.

_

^
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.

實
に
*
す

る

も

，
，の
.
で

あ
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と

做

.し

て

 J
Q

-
:̂:0

^ 

M
? 

»
• 

0., 

S. 

27 

U. 27-28 

a 

0
0

ヒ
ル

デ

ブ

ラ

ン
ト
を
以
つ
て

觀
れ
ば
，
彼
れ
蹲
は
、
總
べ
て
の
國
民
經
濟
の
法
則
は
、
是
れ
等
の
^
の
が
物
財
に
對
す
る
人
間
の
關 

‘係
に
載
け
る
が
故H

、

時
間
及
び
空
吼
を
超
越
し
：親

象
の
總
ベ
て
の
變
化
に
拘

ら

ず

依

然

と

し

て

不

動

で

あ
る
と
做

す

の
見

解

か

ら

出

 

發

し

而

し

て
.

是
れ
に
_
つ
.
て

社

會

的

寶

在

た

る

人

間

.が常
忙

文

明

の

子

で

ぁ

り

又

歷

欢

の

所

跑

で

ぁ

る

こ

：と

並

び

に

其

の

欲

^

'
:

其
の
形
敗
、
.
其
の
人
間
に
對
.す
る
と
等
し
く
物
財
忙
對
す
る
關
係
も
尔
依
然
と
し
て
同
.一
で
あ
る
こ
と
は
斷
じ
て
な
く
、
常
に
歷
史
的
.
 

祀
^
化
す
る
企
等
し
く
地
理
的
に
も
亦
相
嫿
し
0.
、
あ

る

も

.の

で

あ

っ

て

、

人
間
種
屬
の
全
文
化
と
典
に
前
進
し
つ
、
あ

る

と

と
^
完 

全
に
忘
却
す
る
も
の
で
あ
る
。
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Z

本
書
の
著
者
に
.從
‘へ
ば
.、
ス
ミ
-ス
の
•敎
旨
が
其
の
時
代
の
國
法
學
.パstaats.rech

s:ehre)

及
び
全
啓
蒙
的
文
學
と
.等
し
く
共
有
す
る 

'其
0:
:
_
:雜
怜
性

_

_
に
_
嗛
¥

谩̂
_
等
：の
^:
が

.^
煎
1
^'
苓
^

の
個
人
の
保
障
を
目
的
.と
す
る
法
#
的
施
設
に
過
言
ざ
る
、の
膨
あ
る
も
.の
で
れ
り
、
經
濟
的
合
现
主
義
に
取
っ
て
'は
、

經

濟

社.#
也

單
 

に
各
箇
經
濟
の
私
的
欲
望
の
ょ
い
容
易
に
1;
て
.ょ
り
快
適
な
る
滿
足
を
目
的
と
す
る
其
の
-聯
合
若
し
く
は
|1
1
織
に
猶
ぎ
ざ
る
の
觀
あ
る 

も
の
で
■あ
る
.
o前
者
は
社
會
を
法
律
的
契
‘約
の
上
^
鉴
か
し
.め
、
後
苕
は
各
個
人
の
交
換
與
約
の
上
に
兹
か
し
か
る
、
而
む
て
個
人
の 

私
的
利
益
は
兩
者
の
埸
合
に
於
い
'て
共
同
社
會
の
原
因
及
び
&
紳
.と
し
て
來
立
9
た

。

是

れ

に

电

っ

て

又

、
是

れ

等

兩

者

は

.
^
<
が
被 

れ
等
妃
提
供
せ
ら
る
、
勤
務
に
對
し
て
國
家
に
支
拂
^4

價
格
と
*L
て
M

m

l考
察
し
、
而
し
て
這
般
の
敎
«
の
上
に
''
.各
市
民
が
國
家
.
 

ば
保
護
私
^
に
拿
_

务
脱
徵
_

_

:

:へ_

,
費

诩

处

4̂
宴
_
養

お

め

％
^

'

著
者
は
語
を
續
け
て
言
ふ
ノ
縣
濟
科
學
め
人
間
植
轉
ひ
倫
周
的
課
題
祀
對
す
る
あ
ら
ゅ
る
關
係
㈧
缺
乏
は
同
時
に
又
、
這
箇
個
人
.例
'
 

利
益
の
斯
科
擧
の
'最
高
原
理
べ
の
高
揚
it
存
す
る
，。
俪
ん
て
是
れ
が
爲
め
に
ス
ミ
ス
め
敎
理
が
唯
物
主
義
と
非
難
せ
ち
れ
た
る
と
と
も 

亦
あ
な
が
ち
不
當
で
は
な
い
。
縱
令
ひ
又(

次
多
數
殊
に
嘶
散
理
の
獨
逸
學
徒
は
決
し
て
物
質
的
享
樂
を
以
っ
て
人
間
の
目
的
と
考
ふ
る 

こ
4

ぐ
、
却
ゲ
S

民
f

的

豪

に

A

m

い
て
は
、
私
的

1

4も
亦
、個

么

篇

的

1

湯

す

|

段
と
し
て
、 

'よ
り
高
き
倫
理
的
善
及
び
國
家
的
安
寧
と
結
钤
せ
し
兑
ん
上
と
を
求
め
た
の
で
私
石
が
、
而
嚅
猶
ほ
彼
れ
^
は
是
れ
に
甶
つ
て
國
民
經
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.

濟
學
其
の
者
の
.上
に
於
け
.る
最
小
の
影
"響
を
も
這
般
の
藝
的
分
科
：に
對
.し
て
許
容
す
る
こ
と
な
く
、
却
つ
.て
恰

も

.ア

ダ

ム

•
ス
、
.ミ
ス
と

等
し
く 

•金
能
な
る
私
的
利
已
心
の
假
定
の
上
に
後
者
の
區
堂
，宇
を
建
設
し
.た
の
‘で
あ
奋
、(

是

れ

に

由

つ

て

法

學

者

、ゾ

ァ
ハ
リ

エ(Karl
、

.

.

.

.

.

.
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Salo
m
o

 z
a
d
l
a
r
i
a
e
)

其
の
他
は
又
、
.で
晈
國
民
經
濟
學
を
貪
愁
の
方
法
學(MethodeDlebre 

d«.
r H

a
b
s
u
c
h
t
. 

g
d des 

Geizesv 

と
呼
ぶ
に
躊
躇
し
な
か
つ
た
の
，で
あ
る)

、
f

で
、A

ミ
ス
學
派
の
英
國
及
び
獨
逸
分
派
の
間
に
は
、
單
に
、前
者
が
、
私
的
利
己
心
は 

.常
に
自
か
ら
必
然
に
.

i
m

の
福
祉
に
導 
<
と
.做

す

：
の
，原

理

か

ら

出

發

す

る

，
に

反

し

0
垣
般
^
原
理
は
第
十
八
世
紀
前
半
の
英
國
偷
理
游 

學
か
ら
發
芬
し
、
‘而
し
て
、
德
.は
總
べ
て
の
公
の
福
利
を
破
壊
す
る
.と
一K

ふ
其
の
最
も
粗
野
な
る
話
法
に
於
い
て
、
マ

ン
デ
ヴ
1
ル 

(Bernard de 

M
a
u
d
e

 vine)
に
ょ
つ
て
、
其
の
貧
名
な
.る

『

*
蜂
窝
話』

に
附
せ
ら
れ
た
註
釋
及
び
論
文
に
於
い
て
支
持
せ
ら
れ
た)

"

.

.後

者

.麗

が«
理
ぞ
赞
_

_
に
_
認
す
；备
_
譬

爾

^

.
_
:
:
文

''
.:>
;
通
同
办
^
^

自
利
心
の
上
に
搽
礎
を
有
す
る
國
民
經
齋
を
完
成
せ
ん
A
す
る
の
相
違
が
生
じ
た
に
過
ぎ
ぬ
。(

p 

? 

o
, 

S. 

3
1
-
3
3
0
0

而
し
て
V
著
者
は
ス
ミ
ス
學
爾
に
對
す
-る
其
の
評
語
を
結
ん
で
言
ふ
*>
國
民
經
濟
的
科
學
は
、
全
ス
バ
ス
學
徒
k
は

、

あ

ら

ゆ

-る

戸 

然
カ
と
等
し
く
常
.に
同
；

j

の
‘方
向
に
發
動
し
'而
し
て
同「

事
情
の
下
.に
於
い
セ
•は
常
に
同一

作
用
を
現
す
純
然
た
る
利
己
的
の
力
と
し 

て
-個
人
を
假
定
す
る
交
易
の
自
然
科
學
と
思
惟
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
是
ぬ
於
い
て
乎
"
英
國
に
於
け
る
と
等
し
く
獨
逸
に
於
い
て
も 

:

亦
"弟

_

_
队
_
仏

翻

膝

的

_

1

_範

#
ゅ
經
_
生
屑
の
_
爲

法

則

：と

名

附

呔
'
遷

：
5 

‘對
す
る
と
等
し
く 

V是
れ
等
の
も
の
に
對
し
て
永
久
の
持
績
姓
t
負
は
し
'め
た
の
.で
あ
る
。

?

尸

p
, S. 

33-34

^-

斯
く
の
如
く
ア
ダ
ム
•
ス
、ベ
X
及
び
其
の
學
派
を
論
評
し
終
れ
る
ヒ
ル
デ
ブ
ラ
ン
ト
诂
、
次
い
.で
之

れ

に

對

す

る

批

判

乾

.

^

て
の
ア 

ダ
ム
，•‘ミ
ュ
ー
ラ
ー
等
の
國
民
經
濟
的
浪
獲
主
及
び
フ
ト
リ
ゲ
ヒ

*'
-
リ
ス
ト

_及
び
'其
の
政
治
的
經
’濟
學
の
國
民
的
體
系
並
び
に 

其
の
，先
行
者
ア
レ
グ
ザ
ン
ダ
.
1
•ハ
ミ3

ト
ン
杧
如
4
で
檢
討
.し
、
萁
ら
杧
社
-#
經
搞
枘
逦
論
、艰
忙
又
-フ
リ
;1
>
づ
ッ
七
1

ン
.
•
々

ル

ス

を
論
じ
*
最
後
に
ブ
ル
ー
ドV

の
國
民
經
濟
理
論
を
究
明
し
て
、ゐ
る
。
.恐
ら
く
彼
れ
の
烺
设
且
つ
.最
峻
酷
な
る
批
評
试
エ
ン
ゲ
ル
ス
、

ブ

ル

ー

ド

ン

及

び

リ

ス

ト

の

敎

義

の

现

論

的

部

分

、
ヒ
ル
，
デ

ブ

'ラ
ン
ト
ネ
彼
れ
自
身
德
和
な
る
保
護
主
_
者
で
あ
つ
た

が
)

の
其
れ
で
あ 

ら

ぅ

と

言

は

れ

，て

ぬ

名

。

K.

ミ
ス
^
對
し
て
獨
逸
，に
^
い
て【

般
に
«
は

る

、

に
，至
つ
.
.た
批

評

は

本

薺

中

，に
，於

け

る

ヒ

.ル

デ

ブ

ラ

ン

ト 

.の
其
れ
か
ら
引
き
出
さ
/^
>'
所
の
多
い
^
の
で
あ
る
。
：
尙
ほ
卿
れ
が
當
時
め
社
會
味
義
ネ
を
評
し
セ
、
彼
れ
等
は
彼
れ
等
の
夢
想
せ
る 

世
界
を
、
言
は
^
ノ
糜
擊
釔
以
つ
て
成
立
せ
し
め
ん
と
し
ノ
.而
：し

て

、
人

間

柿

屬

が

其

の

〕

歷

史

上

齋

妙

過.ぎ
た
あ
ら
ゅ
る
新
形
成
物
は
、
：
 

唯
り
舊
い
與
へ
ら
れ
た
要
素
か
ら
生
長
-1
.得
.る
も
の
で
あ
り
、
又
現
在
の
土
壤
の
總
氣
'か
ら
其
の
峰
養
を
贬
收
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
.こ 

と
を
注
視
す
る
こ
士
が
な
い
と
稱
し
た
.こ
.'と
も

亦

、

空
，想

的

社

會

生

義

者

げ

對

す

名

.定
評
と
な
つ
た
所
の
も
の
で
あ
る
。
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ル
，テ
プ
ラ
ン
ト

.は
又
、
本
箐
中
に
於
い
て
、
社
會
的
經
濟
理
論
の
功
‘績
を
論
ず
る
に
當
り
、
■、現
徂
の
國
民
經
濟
が
貨
幣
經
濟
と
稱 

せ
ら
れ
得
可
き
が
如
く
、
叉
、
過
去
の
其
'^
が
自
然
經
濟
と
稱
せ
ら
れ
得
可
き
が
如
く
、-
將

來

，の

興

れ

は

信

用

經

濟

と

し

.て

特

性

附

け 

ら
れ
得
可
き
も
の
で
あ
る
と
一K,

ふ
意
見
を
表
明
し
た
。

、
p 

«
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9
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S. 2
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6
.
f
L
:
o

而
し
て
、
此
の
書
に
於
い
て
、
屬
發
的
忆
以
卜
_三 

.範
S
.の
下
に
國
民
經
濟
の
歷
史
的
發
展
を
叙
し
た
彼
れ
は
、-

其
の
後
，
-彼
れ
の『

年
報』

に
褐
げ
ら
れ
た
論
鸹『

自
然
•貨
幣
及
び
信
用
經 

濟』

.(Natural;;,

.Geld- 

nnd, 

K
r
e
d
i
t
w
s
s
c
h
a
f
s
.

に
於
い
て
|'
此
の
.三
段
階
說
を
精
妙
に
完
成
す
る
に
至
つ
た
の
で
あ
る
。 
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1-24 .〕。

f̂
ほ
、
-彼
れ
は
プ
V

Iド
ン
の
價
値
理
論
を
批
判
す
る
に
當
つ
て
、
敦
m

fi 

又
價
格
の
究
竟
的
決
定
者
た
る
？:
と
を
示
さ
ん
と
す
る
の
勝
度
を
示
し
、
經
濟
的
意
義
•に
於
け
る
、效
用
は
數
量
の
函
數
で
あ
り
、
而
し 

て
•£
は
主
觀
的
價
値
と
價
格
と
の
.問
の
_

絡
を
與
ふ
る
も
の
で
あ
，る
こ
と
を
明
か
な
ら
し
め
ん
ヒ
と
を
企
_
し
た
。(
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、
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れ
及
び
ク
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ー
ス
は
，舊
效
用
價
値
學
說
を
新
效
用
價
値
學
說
へ
繁
ぐ
.漣
鐶
を
形
成
せ
る
底
ひ
意
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せ
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稱
せ
ら
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tl
ル
デ
.ブ
ラ

ン

ト

は

實

に

、
，總

ベ

で

の

，時

に

對

し

又

總

ペ

で

'の
國
々
に
對
し
て
妥
當
ず
可
き
‘自
然
的
經
濟
法
則
を
發
見
せ
セ
と
故
し 

若
し
く
は
少
く
と
も
楚
れ
等
の
4
の

を

探

求

し

つ

、
あ

り
.と
做
す
ス
ミ
ス
學
派
.の
主
張
を
直
截
に
拒
否
し
た
の
で
•あ
るo

彼
れ
は
經
濟, 

坐
活
の
生
理
學
を
發
見
す
る
を
以
つ
て
可
能
な
り
と
- #

す
の
意
見
杧
反
對
し
た
0 

A
,

ッ
シ
ャ

V

は「

國
民
經
濟
の
解
剖
學
及
び
生
理
學

」
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S, 5
9
0
、

彼
れ
は
其
の『

年
報』

劍
刊
號
に
於
い
て
.が

黉

中

，
に

於

け

る

ょ

: !
:薩

^

^」

*

_

;
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漏

■
f

;

g
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め

敎

；

m

,

-
1
'が
其
の
存
在
を
承
認
せ
ん
こ
と
.を
企
圖
女
が
爲
め
に
、;^
办
を
ナ
ら
非
難
1
た
の
で
あ
る
0
彼
れ
.は
先
づ
同
號
序
言(

、<;
0

1

|

5に

:;

:

¥

%
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^

;1
國

遍

遞

馨

货

_

期
1

|

_學
、涘
律
^

の
他
の
文
化
部
門
と
等
し
く
、
自
然
法
に
.ょ
つ

て

嚴

け

ち

私

た

一.

定
の
限
界
内
に
於
い
て
動
く
も
の
で
あ
る
o
然
し
な
が
ら
、
是
れ
等 

.の
限
界
內
に
在
つ
て
.、
弋
は
人
間
精
神
の
启
由
と
勞
作
り
鹿
物
で
あ
る
ノ
從
つ
て
之
れ
を
取
り
扱
ふ
科
學
は
、
決
し
て
時
間
及
：び
：空
間

. 

の
一

切
の
-
%係
に
對
し
.て
词
|
の
法
則
女
述
べ
、
又
同
一
の
尺
度
に
ょ
つ
て
一
、切
の
も
の
を
胍
定
し
つ
^
;あ
る
自
然
科
學
と
同
樣
に
柚 

象
科
學
，衣
■る
も
.の
で

设

な

い

。

却
つ
て
，
、

.そ
は
單一

國
扠
の
場
合
並
び
に
.全
人
類
の
場
合
に
於
い
て
等
し
く
§

ょ

ヴ

段

階

-

の

歷

史

.
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•

的
發
展
過
程
を
研
究
し
-
斯
く
て
I又
、

現

，
世

代

の

澇

作

に

.依
つ
て
社
會
的
發
展
の
鍊
鎖
に
加
へ
ら
.る
可
き
鏈
鐶
を
發
見
す
る
を
以
つ
て
，
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、其

ぬ

督

灰

す:a)

國

民

經

黎_

地

來

施
,
；_

_
政

常

的

及

難

靈

的

曼

凝

歷
*
及
_

統

齔 

有

用

な

る

增

設

を

行

ひ

，得

可

き

唯

一

の

•確
乎
た
る
ざ
礎
で
あ
K°o
然
し
な
が
ら
、
歷
史
は
無
调
心
に
對
す
る
■ロ
實
で
お
り
:'
'又
、
料
學
：

C

S

O

#
$:
•
し
て
實
際
的
時
事
問
題
が
ら
轉
向
せ
し
む
る
.̂
の
^.
れ
0-
て
は
激
ら
ぬ
.。
現
在
の
.理
解
は
過
去
の
理
：傅
と
.不
可
分
^
相
.5:
-作
用
.に:
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於
い
て
存
す
る
o
.眠
し
て
、
自
已
办
時
代
ひ
坐
活
條
件
と
生
活
問
題
-と
で
紈
悉
じ
な
い
者
は
又
、
疋
し
き
®
炭
の
.理
解
を
畎
く
も：

の
で
：
 

'
あ
る」

と
。(

J
a
h
r
b
l
e
r
,
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d
:
J
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'
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6
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S. 

.
3
，彳

洵

に

、
彼
れ
は
社
#
發
達
の
觫
域
内
に
，自
然
，法
則
を
設
定
せ
ん
と
す
る
古
典
學
-

へ_

動

疆

―
涵

霞

■

#

議

^

疆

馨

基

&
霞

味

養

的

_

の

現

實

的

過̂

を
其
の
時
代
め
偷
理
的
及
び
.文
化
盼
_
準
に
.照
じ
て
評
憚
し
而
し
て
.藤
々
高
ぎ
發
達
の

7^
1

11
:
會

を

引

±̂.
,ぐ

る

の

手

段

及

び

方

法

， 

を
指
系
す
.る
に
拒
る
文
化
科
學
と
し
て
經
濟
學
を
考
察
し
た
•の
で
^
る
。
吾
人
が
當
さ
に
硏i

儿
す
可
き
も
の
、は
、
人
類
の
經
濟
的
經
驗 

に
於
；

6

る
變
化
で
^
る
。
經
濟
學
は
各
筒
國
民
及
び
全
賴
と
し
て
.の
人
類
の
發
達
を
周
'到
に
檢
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
そ
は
經
濟
文
.
 

化
1
を
寵
.み
也
さ
&
け
れ
ば
な
&-
ぬ
、。
彼
れ
は
同
誌
同
號
に
揭
げ
ら
れ
た
典
の

‘『

現
時
に
於
け
る
國
民
經
_

學§

課
題1

(

2
ゅ 

g
e

OQenwsrti 
的 e A

u
f

CTQabe der .wissenschaft. ver N
a
t

o-nal

otkonomie
，)

中
に
於
.い
て
下
の
如
ぐ
に
^:
ベ
て
ゐ
る
。

t 
現
^
の
探
物
'
 

及
び
働
物
は
.、
猶
ほ
幾
千
や
以
前
と
同T

の
ダ
然
法
則
に
從
つ
て
生
長
し
’
化
學
的
元
素
は
猶
ほ
古
代
に
於
け
る
と
ち
の
親
和
力
を 

、
相
互
&
有
し
、
而
し
て
、
今
日
0
世
界
は
、
，.プ
ラ
ト
1
:ン
及
び
广
リ
‘ス
ト
テ
レ
ー
ス
時
代
の
人
‘々
と
■は
別
構
の
田
心
考
法
則
を
，何
等
知
る 

_
-こ
と
が
众
い
.0
'線
し
な
が
ら
> 
人
間
の
經
濟
行
爲
及
び
文
化
、
、其
の
法
'則
に
關
す
る
彼
れ
■の
知
識
、
破
れ
の
‘，經
.濟
的
目
的
に
謂
す
る
之 

れ
が
使
用
及
叹
突
配
、
彼
れ
の
經
濟
的
及
.び
社
會
的
制
度
は
、
總
べ
て
.の
方

两

ょ

り

し

、て

無

溉

に

生

長

し

"呵
し

て

ょ.り
諸
金
と
な
る」

0
'

.Jahrbiiche.IV.‘Bd. 
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100
6
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「

人

間
ft
會
の
.各
箇
成DET,

の
形
成
す
る
、あ
、ら
ゆ
る
新
認
識
及
び
經
驗
は
新
觀
：̂
及
び
概
念
、

.

と
#
に
*
人
類
の
.涧
察

-
;認
‘識
及
び
考
究
カ
は
犬
，と
な
る
'、
'而
し
て
人
.間
の
.實
％
は
新
た
&
爷
動
カ
、
/新
た
な
る
標
點
及
，び
道
般
の
_ 

瞒
^
到
達
す
^-
き
新
た
.な
る
手
段
.を
'獲
得
ず
る
：
.
1
0 .(a, a

.

.o
-
.-.
.
s
.

 ,144.145,y
「

知
凴
な
鸨
世
界
が
永
久
に
同
；ー
'な
.る
法
則
に
從
つ
て 
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經
濟
學
名
著
解
題
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.
•

九

軋

••(！£
<
:
〕
、

囘
轉
的
に
運
動
す
る
間
に
、
洵
に
そ
が
現
象
の
變
化
を
知
る
も
'
而
も
何
等
，.の
種
屬
的
完
成
，
‘何
等
の
文
化
を
•も
知
'ら
ざ
.：る
間

に

、
精 

神

的
I

人
類
は
、
進
步
的
で
あ
り
、
常
に
新
し
く
.
人
間
精
神
其
の
者
の
勞
作
及
び
自
由
.か
ら

坐

長

す

る

種

屬

、

文

化

の

發

達

及

.び 

-完
成
を
'享
樂
す
る
。
‘遺
@'
自
然
以
坐
命
と
人
文
の
*
れ
と
の
間
に
存
す
る
對
立
は
科
學
に
於
い
て
も
亦
、
確
、然
た
冬
も
の
が
あ
る
。
自 

-

然
科
學
は
知
覺
な
き
現
實
ル
裡
に
交
配
的
法
則
を
、
自
然
生
活
，の
變
轉
裡
に
永
久
-的
な
る
名
の
を
探
り
、
人
文
科
學
は
、
、.之
れ
に
、反
し 

て
、
人
類
の
肖
覺
的
坐
活
中
に
進
歩
を
、

'A
間
の
變
化
及
び
經
驗
中
に
人
間
種
屬
，の
完
成
を
求
め
‘る
。
鼢
民
經
濟
の
科
學
は
、
*
に
於 

.い
て
乎
' 
動
物
的
有
機
體
の
•生
瑚
學
若
し
く
は
自
然
科
學
.の
他

の

部

門

の

如

く

、

自

然

法

則

ヒ

關

與

，す

る

こ

と

な

く

、
~
そ

铽

經

濟

的

現 

象
の
多
様
性
の
中
.に
、
.不
變
的
^
あ
り
普
、遍
$
、に
同
樣
な
る
法
則
|:
'探
求
す
る
こ
と
な
く
し
て
，
國
民
經
濟
的
經
驗
の
變
化
の
中
に
進 

步
を
"
人
.類
の
經
濟
泶
活
の
中
'に
人
間
種
屬
の
’完
成
を
-
表
示
す
可
き
で
あ
る
セ
其
の
課
題
は
、
各
筒
國
圾
並
び
^
叉

全

人

類

の

-國

民

:
:
:
^
^
濯
_

灣

蒙

1

_

1
探
求
: 1
暴

_

1

_
ゅ

繼

_

_

礎1 :
建
_

::
1
:

_

輞
^

^

代
の
努
作
に
保
留
せ
ら
れ
て
ゐ
る
課
_

1認
識
す
名
に
存
す
る」
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中
に
於
い
て
は
、
-破
れ
が
、鍵
き
に
其
の
^
箸
中
に
於
い
'て
經

濟

學

の

’前

に

据

出

し

た

經

濟

發

達

の

犬

法

則

の

發

見

に

關 

し

て
‘は
殆

ん

ど

全

く

言

及

せ

ら

れ

る

所

％

な
い

.
9洵
に
、
前
述
の
如
く
、
彼
れ
ば
遂
に
彼
れ
が
學
界
に
‘向
つ

て

公

釣

せ

る

其

の

！
！
成

的 

の
著
作
/^
公
に
す
る
こ
と
な
く
し
て
了
つ
'た
。
而
し
•て
、
彼
れ
が
特
殊
的
な
る
歷
史
袖
統
St
的
硏
究
に
對
す
る
批
•評
を
淺
し
終
場
合
に 

は
、
彼
れ
^.
^
典
的
結
論
の
大
多
數
を
是
認
せ
る
.か
の
如
き
觀
が
あ
る
。
尙
ほ

•彼
れ
に
對
，す
，る
力
ー
ル
•
ク
一
一
ー
ス
の
評
言
に
就
.い
て 

は
、
吾
人
は
曾
つ
て
後
者
の『

歷
史
的
方
法
の
見
地
ょ
り
才
る
經
濟
學』
に
對
す
る
豚
題
中
に
於
い
て
一
言
ず
る
所
於
あ
つ
たo 

(『

三
田 

學
會
雜
論』

第
三
十
六
.卷
第
六
號
七
八
|
七
九
頁
參
照
0
而
し
て
彼
れ
並
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